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On the Oxidation of Soybean OilPackedin PIstic Films・IT  

Etsuzo Matsui，and Yoshihiro Shimizu，  

Soybean oils，paCkedinsevel－kirldsofplastic丘lms、aSShownin Tablel，WerepreSerVed  

atr00m temperatureinthedarkandalsointhelightforthreemonths． And thesameoil  

samplesin threekind oflilms wcrepreservedinanincubator（37DC，dark）andinan electric  

refrigerator（5UC，dark）Lor thesameperiod．   

On packaging oilwith 丘ilms，Carel、－aS taken no仁to encIose any air bubblesin the  

匹uChes．  

As the TeSulb：   

（1）when thepouches werepreservedin thedark atrcK）m temPefatUre，Orin an elec【ric  

refrigeratDr（5OC），theperOXideva］ues（POV）andcartx）nylvaluesoftheoilspackedinany  

kindsof丘1msandtheoilin aglass vacuum sealed tubeshowed nosiglヽi石cantincrease，   

（2：、Vhen theoilpreservedin thelightatr00m temperatureOrin anincubator（370c），  

thePOVandca血nylva］uesof oilspackedinPEandP．cartx｝．（which arehighly pemeable  

togas6）rapidlyincreasedduring preservation，While POV and carbonylvalue of the oils  

paekedinPVdC Lilm（oflow permeabities togases）wereverylow．   

（3）anditisconcluded the moleculesofoilareactivatedstrongly bylight or temperature  

andatBOrtXOXygenefrom outerairthrough丘lms．  

1．緒   

著者らは前回は大豆油を高密度ポリエチレン．匿密度ポリエチレン，ポリプロピレン．ポリカー  

ポネート．ポリ塩化ビニール．ポリ塩化ビニリデンおよぴポリアミドー6のフイルムで作った袋に  

入れ，空気を追出しながら密封して．室温暗所および室温明所に保存したところ，室温暗所ではい  

ずれのフイルムで包滋した大豆油も3カ月を経過しても．過酸化物価はほとんど増さず．フイルム  

を通って外から酸素が浸入して袋の中の油を酸化することははとんどなかった．しかし室温明所で  

は通気性の大なるフイルム（すなわち低密度ポリエチレンなど）で包装した油は3カ月間保存する  

と過酸化物価が甚だしく増大するが．通気性の小なるフイルム（ポリ塩化ビニリデン，ポリアミド  

ー6）で包委した油は極めて僅かしか過酸化物価が上がらないことを知った1）．  

日卓韻語協会貫却回技術大金（1971）に発表．缶箋時軌汎1031（1971）に掲敬  
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今回は薪らしい大豆油を入手して．やはり各憧プラスチック・フイルムで密封包装した大豆油を  

室温暗所および室温明所の外にふ卵器内（370C，暗所）と電気冷蔵庫内（50c，暗所）に保存し  

て，過酸化物価とカルポニル妬を測定して，フイルムを通して外から酸素が浸入して袋内の仙をい  

かに酸化するかを調べ．これらをガラス封皆に真空充わ■＝ノた油と対比してみた．   

文献によれば．浦上らヱ）はガラス掛こ大豆油と空気とを封入し．－250，－50および十25〕Cに  

180日間貯蔵して．池の酸化，過酸化物†乱 カルポニル価および酸化し始めるまでの誘導期間（貯  

蔵した油が500cで較素を吸収し始めるまでの時間）を測定した．（これらの値と油の味覚による  

初期変放とを関係ずけようとしたが成功しなかった）西郷ら3）は容器の外装に赤色セロファンを使  

うことにより，光による過酸化物価の増加を．ある程度押えるのに効果があるとし．堀川らt）も室  

温で油を貯蔵する場合．無色透明の容器より褐色容器の方が過酸化物価が低いと報告している．  

2．実 験 の 部  

2－1．プラスチック包装材料   

Tablelに示す如く．通気性の大なるフイルムとして低密度ポリエチレン．通気性の／卜なるフイ  

ルムとしてポリ塩化ビニリデン，その中間のものとしてポリ塩化ビニル，ポリカーポネート，ポリ  

弗化ビニリデンを用いた．これらのフイルムで三方をヒートシールして袋を造る．別にガラス封管  

を比較のため用いた．  

TablelPcrmeabilitites of plastic fiIms  

Kind of films  

Polye亡hylene，low density  
（PE．1d．）  

Polyvinylchloride （P V C）  

Polyvinyliden chloride（PVdC）  

Polycarl）Onate   （P．carbo・）  

Polyvinylidene fluoride（PVdF）  

（1）MethodofGeneralFoods・   （2）JISZo208  

2－2．大  豆  油   

吉原製油会社から薪らしく大豆紬を分譲して貸った．袋に詰める直前に測定した特性は．過敏化  

物価0．42meq／kg．カルポニル価4．1meq／kg．改長450m／Lにおける透光率は82．9％であった．  

2－3．包 装 試 料   

プラスチック・フイルムで作った袋に大豆油50ccを詰め．手で内部の空気を押し出しながら口  

をヒートシールする．袋の寸法は夕子・ヨコ8×8cmである．ガラスアンプルにも大豆油30ccを  

入れ，真空ポンプに連結して，強度共生に30分間保ってのち，そのまま熔封した．  
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2－4．保 存 条 件   

低密度ポリエチレン．ポリ塩化ビニール，ポリ塩化ビニリデン，ポリカーポネート．ポリ弗化ビ  

ニリデンおよびガラスアンプールに詰めた6種類の試料で．室温暗所および室温明所の保存試験  

を．また抵密度ポリエチレン，ポリ塩化ビニル．ポリ塩化ビニリデンの3種類の試料で．ふ卵器内  

（37）C，暗所）と電気冷蔵庫内（5リC．暗所）との保存試験を行なった．  

2－5．測 定 項 目   

過醒化物価（POV） 油の申の過酸化物が沃素カリと反応したとき．遊離する沃素を滴定する  

に要するチオ硫酸ナトリウムのIng当量を以って表わす．前回もこの方法によったが．八木・秋谷  

共著「食品の軟化とその防止」に記載，また吉原製油会社でも採用している．   

カルポニル価 熊沢ら5）が推奨している2，4－ジニトロフユニルヒドラジンを使用した方法によ   

った．  

3．実験結果と考察  

この実験は昭和45年12月1日より始めた．暖房装置によって基温はおよそ18～23】Cであった．  

実験結果ほTable2およぴTable3に掲げる．これを解り易くしたのがFig・1～6である．  

Table2 Peroxide values oL soybean oilpackedin plastic films  

POV（m eq／Kg）  

After l After   

lweek  2weeks  

Conditions of  
preservation  

Kinds of films  

pE．1d．  

P VC  

in the dark，  PVdC   

at roomlemp．   P．carbo．  

PVdF  

glass tube  

PEld．  

P VC  

in theligbt，  PVdC   

at room telnp．   P．carbo．  

PVdF  

glass tube  
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Table3 Carbonylvalues of soybean oilpackedin plastic films  
Carbonylvalue（meq／Kg）  

4．1   4．1  control  

3－1．過酸化物価（POV）について  

3－1－1室温暗所で保存したと主はFig  

1に示す如く．どの種類のプラスチック・フイ  

ルムで包装した大豆油もPOVははとんどあが  

らなかった．フイルムを適して外から酸素の侵  

入がほとんどなかったのであると思われる．ガ  

ラス封管内の大豆油もまたほとんど変化なかっ  

た．  

3－1－2 室温明所で保存のときはFig・2  

にある如くポリエチレンおよびポリカーポネー  

トで包装した抽のPOVは甚だしく上昇した．  

袋の申の曲がフイルムを通して外の酸素を多址  

にとったのである．ポリ塩化ビニリデンで包装  

のものはPOVが僅かばかり増したに過ぎぬ．  

フイルムが酸素をほとんど通さなかったのである．  
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Fig．1Peroxide values（POV）of soy・bean  
Oilpackedin plastic films  
（presrvedin the dark at room  
temperalure）  

ポリ塩化ビニルとポリ弗化ビニリデンで包装の  

もののPOVはその中問であった．Tablelに示す通気性の測定値の順序通りであった．ガラス封管  
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Fig．3 Peroxide values（POV）of soy－beaTl  
OilpackediIlplastic films  
（preservedin anincubator at3rC．  
・andin an elec．refrigerator a【5GC）  

Fig．2 Peroxide values（POV）of soy・bcan  
Oilpackedin plastic Lilms  
（preservedin thelight at room  

temperature）  
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に貴空状態で保存された油は，隼内に敏美がな  

く．またガラスはガス通をさないのでPOVは  

ゼロに近かったのほさ11然である．  

3－1－3．；、卵器内（37qC．隋所）に保存  

のものはFig．3に示す通り保存温度がやや高  

いので袋の中の油は活性化してフイルムを通し  

て外から酸素を多く吸収したのでPOVが増大  

した．またフイルムも温度が高いと通気性が増  

す筈である．通気性の大なるポリエチレン・フ  

イルムで包装の油はPOVが大であったが，通  

気性の小なるポリ塩化ビニリデンで包装のもの  

はPOVが小であった．包装材料によって大差  
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Fig．4 Carbonylvalues of soy－bean oilpacked  
in the plas【ic films  

（preservedin the dark at room  
temperature）  

があった．  

3－1－4 電気冷蔵庫内（5GC，暗所）に保存，・やはりFig．3の巾に示す．どのフイルムで包  

装した油もPOVは増していない．低い温皮でほ大豆油は活性化せず．フイルムを通して酸素をと  

らなかった．  

3－2．カルポニル価について  

3－2－1室温暗所保存 下ig．4にか、て見られるように，3カ月問保存してもカルポニル価  

はどのフイルムで包慧した大豆油もほとんど増さなかった．  

3－2－2 室温明所保存 Fig．5において．ポリエチレンとポリカーポネート・フイルムで包  

茨した大豆油のカルポニル価ほ保存期間が長くなるほど増大した．ポリ塩化ビニル．ポリ弗化ビニ  
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リデンで包装の油のカルポニル価は3カ月経過  

しても／トであった．  

3－2－3 ふ卵器内（37□c．暗所）に保存、  

Fig．6において，ポリエチレンで包装した大  

豆油のカルポニル価は3カ月保存すると少し高  

くなった．ポリ塩化ビニリデンで包装の抽のカ  

ルポニル価はほとんど変らなかった．ポリ塩化  

ビニルで包装のものはその中問であった．  

3－2－4 電気冷蔵庫内（50c，暗所）に  

保存，やはりFig．6において．どのフイルム  

で包装の抽もそのカルポニル価はいつまでも小  

であって，はとんど増さなかった．  

3－3．過硬化物価とカルポニル価   

木実験では．過酸化物仰の大なる包装大豆油  

は総てカルポニル価も大であった．その逆の過  

懐化物価の小なる包茎大豆油は総てカルポニル  

痛もまた小であった．  

3－4．プラスチック・フィルムの種類と  

大豆油の過酸化物価   

通気性の大なるポリエチレンとポリカーポネ  

ートで包装の大豆油は室温明所および37DC暗  

所で保存の場合は過酸化物価は大であって，袋  

の申の大豆鋸ま光または温度によって活性化さ  

れて，フイルムを通して外から酸素をとったこ  

とが明らかである．ポリ塩化ビニリデン・フイ  

ルムは通気性が最小であって．それで包装され  

た大納豆の過酸化物価は最小であって，長時間  
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Fig．5 Carbonylvalues of soy－bean oil  
packedin plastic films  
（preservedin theligllt at rOOm  
temperature）  

Fig．6 Carborlylvalues of soy・bean oil  
PaCkedin plastic films  
（preservedin anincuba【Or at  
37∈C、andin an elec．refrigerator  
at5＝C）  

保存されてもほとんど増加していない．フイル  

ムを通して酸素が外から侵入することがなかったのである．真空熔対されたガラス封管内の大豆紬  

ほ光またほ熱によって活性化しても，ガラス壁からは酸素は絶対に侵入できないので、油の酸化は  

起らず，常に過酸化物価もカルポニル価もゼロに近い価であった．  

4．総  括  

（i）各種プラスチック・フイルムで空気を排除しながら密封包装した大豆油を室温暗所およぴ  
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冷蔵庫内に3カ月保存しても，油の過酸化物価もカルポニル屈もほとんど増加しなかった．  

（ii） 室温明所またはやや高温（370c）暗所におくと通気性の大なるポリエチレンとホリカー  

ポネートで包装した油は過酸化物価もカルポニル価も著しく増大した．フイルムを通って外から敢  

素が侵入したのである．しかしながら通気性の／トなるポリ塩化ビニリデン・フイルムで包装した油  

は過酸化物価もカルポニル価もほとんど増加しなかった．フイルムを通して外から酸素が侵入でき  

なかったためである，  

（iii）この実験では大豆油の過酸化物価が大なるときはカルポニル価も大であった．  

終りに臨み試料の大豆油を頂いた吉原製油株式会社に御礼申し上げる．  
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